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この調査は、中央労働委員会が資本金５億円以上、社員１０００
人以上の企業３７０社余りを対象に行ったもので、２５０社から回
答がありました。それによりますと、去年６月の１か月間の残業
が１００時間を超える正社員がいたかどうか尋ねたところ、「い
た」と回答した企業は３３．２パーセント、３社に１社の割合に上り
ました。残業時間は８０時間を超えると、過労死の危険が高まる
とされています。 2007年2月17日1130ＮＨＫ



ある官庁の方から伺った残業についての話
• 特に国会会期中の残業ですが、これには議員の方の質問に対す
る対応が相当部分関係する。

• 議員の方はあらかじめ国会質問を提出するのだそうですが、中に
は質問の前の夜遅くになってからの質問提出もある。

• 官僚の方はそれから徹夜で答弁書を作成する。
• こう申しては優秀な官僚の方に失礼かもしれませんが、日本の国
会で読み上げられている答弁書は、冷静な理性あるいは明晰な
頭脳というよりは、どちらかというと気合いと根性で作成されてい
るというわけです。

• そしてそのような徹夜の作業を官僚の方はやりがいのある仕事と
意気に感じてもいらっしゃる。

• 議員の方々の意識改革が重要です。
• 多くの官僚の方は骨の髄まで「残業が美徳」という前時代的な発
想に染まりきっているのです。



ＮＨＫ調べ 10歳以上



＜睡眠時間 ２０年で最短＞
2007年11月4日19時19分配信毎日新聞

調査は５年ごとに実施しており、１０歳以上の約８万世帯１８万人が対象。１日の平均
睡眠時間は調査を開始した８６年から男女とも減少傾向にある。

年齢別では、ほとんどの世代で減少、とくに４５～４９歳が７時間５分と最も短く、次い
で４０～４４歳と５０～５４歳が７時間９分だった。最も長いのは８５歳以上の９時間４７分。

一方、仕事時間は０１年まで減少してきたが、０６年には増加に転じた。正規の職員・
従業員は１日平均７時間１１分、それ以外の雇用者は４時間２７分で、それぞれ５年前
より１５分、１３分増加した。

食事時間の合計は５年前より全体で１分長い１時間３９分となったが、４５歳以上６５歳
未満の世代では１～３分短くなった。

日本人の睡眠時間がここ２０年で最も短くなり、とくに働き盛りの世代での減少が目立つ
ことが、総務省がまとめた０６年の社会生活基本調査でわかった。その一方で、仕事時
間は増加し、余暇など自由に使える時間も減っており、

寝不足で懸命に働く日本人像が浮き彫りになった。

寝るより仕事。 寝言も仕事。 死ぬまで仕事。



「労働生産性」とは一定時間内
に労働者がどれくらいのGDP
を生み出すかを示す指標。

2004年度の結果(米国を100）に
よるとユーロ圏87％、英83％、

OECD (Organization for 
Economic Cooperation and 
Development, 経済協力開発
機構）加盟国の平均75％だが、
日本は71％。
これはOECD加盟30カ国中
第19位、主要先進7カ国間で
は最下位。

残業（睡眠時間が犠牲）
⇔ 低い労働生産性
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時間をかければ
仕事が捗る
という幻想が
背景にある
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寝不足で懸命に働いている気になっている日本人



ハーバード・メディカルスクール教授
チャールズ・Ａ・ツァイスラー

睡眠時間を削ると
パフォーマンスは低下する

睡眠不足は企業リスクであ
る

モーレツ主義を謳う企業風土のなか
で、マネジャーの多くは、睡眠時間を
犠牲にして仕事に打ち込んでいる。短
い睡眠時間はバイタリティやパフォー
マンスの高さと混同され、一日八杯の
コーヒーを飲みながら、毎晩五、六時
間しか寝ず、週に一〇〇時間働くな
んてことを何とか続けている。しかし、
ハーバード・メディカルスクールの睡
眠の権威は睡眠不足の危険性を警
告する。睡眠不足が人間の認知能力
に及ぼす悪影響を認識し、社員も経
営陣も等しく従う睡眠指針を会社とし
て規定すべきだ、と主張する。
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「国民よ、もっと眠れ」 仏政府が安眠促進キャンペーン
2007年01月30日19時55分 asahi.com

フランス政府は２９日、国民の３人のうち１人が寝不足だとして、職場
でのシエスタ（昼寝）奨励や睡眠に関する研究の促進などを盛り込んだ
「安眠アクションプラン」を打ち出した。

ベルトラン保健相は記者会見で、寝不足の人のうち全人口の約６分
の１にあたる１０００万人の国民が睡眠不足に起因する疾患になる危険
があると警告。「交通事故の２割は眠気と関係ある」「睡眠不足が学校
での落ちこぼれに結びついている」などと指摘した。

さらに同相は「眠気について語るのをタブーにはしてはいけない」と述
べ、職場で１５分間の昼寝をとる試みへの参加を企業に呼びかけた。

仏政府は安眠の効用研究や周知に今年、予算７００万ユーロ（１１億
円）を計上。子どもも十分な睡眠をとるべきだとして、今後３年間に１００
０カ所の託児所と幼稚園の防音を強化するという。



大阪バス事故、運転手は連
続徹夜「最近は毎日運転」
2007年2月20日（火）03:00 
過重労働が居眠り？
違うでしょう
寝不足だから居眠りなんです

睡眠不足は命のリスク

• 大阪府吹田市で１８日早朝、スキー客を乗せた「あずみ野観光バ
ス」（長野県松川村）の大型バスがモノレールの橋脚に衝突し、２７
人が死傷した事故で、小池勇輝運転手（２１）が、事故当日までの
少なくとも２夜にわたり、１人で連続乗務していたことが府警交通捜
査課と吹田署の調べでわかった。

• いずれの乗務でも途中交代なしに徹夜で運転していたという。
• 府警は、連夜の過重労働が居眠りにつながった可能性が高いとみ
ており、下総建司社長（３９）についても道路交通法違反（過労運転
下命など）容疑での立件を視野に捜査している。

http://news.goo.ne.jp/redir/go.php?id=news/topstories/topnews&fr=/topstories/region/20061107/12ca739384e3387311e568fa5c448a7d.html?fr=RSS&to=/photo/jiji/nation/5036276.html


平成18年中の自殺者数は32155人となり交通事故に
よる死者の実に5.0倍（平成17年は4.7倍）です。
平成19年も33093人（交通事故による死者数の5.8
倍）と１０年連続の３万人突破しています。

誰からも眠れ、休めとは言われず、

残業をしても仕事は終わらず、

さらにストレスは増し、眠れず、

朝の光を浴びたり身体を動かすこともままならず、

セロトニンは枯渇し心はゆとりを失い、攻撃的になり、

この攻撃性がしばしば自分に向けられ、

不幸な結果を迎えているのでは。



2007年9月1日 産経新聞
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